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 我々は、この20年程、量子光学の先端技術をSTM及び関連技術と融合することで、両手

法の特徴を活かした、新しい情報を得る事が可能な技術・手法の開発を試みてきた。そう

した中、pn接合でのキャリアー注入の可視化[1]や、単一原子欠陥帯電の評価[2]、光照射に

よる相転移の制御[3]、太陽電池の局所効率の可視化[4]、フォノン制御による原子マニピュ

レーション[5]、励起パルス光幅の時間分解能を持つSTMの開発[6,7]、THz光による超高速

電子制御 [8]などの結果を得てきたが、一方で、単一分子の構造を精密に制御した伝導測

定[9]や、TMDヘテロ界面の電子状態の評価[10,11]、自己組織化による量子構造の制御、分

子マニピュレーション、等の研究も進めてきた。最近、海外でも、光とSTMを組み合わせ

た手法の開発が盛んになってきたこともあり[12]、これら方向も取り入れ、また、これま

で開発してきた光STM技術を他の内容と総合的に融合することで、更なる展開を可能にす

べく検討を進めている。本講演では、光STMおよび周辺の仕事を中心に、こうした試みの

一端を紹介する。 
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